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１ 令和３年産の作柄

北海道における令和３年産小麦の収量は、秋まき小麦は599㎏/10a（平年対比117％）、

春まき小麦は356kg/10a（平年対比108％）であった（農林水産省大臣官房統計部公表、表

1）。１等麦比率は秋まき小麦は90.7％、春まき小麦は89.2％であった（表2）。収量に大き

く影響する出穂以降の気象条件は、全道的に気温は高く、降水量は少なく、日照時間はか

なり多かった。このため、全道的に多収傾向となった一方、穂数過多となった圃場では細

麦傾向となり、製品歩留はやや低下した。

品質面では、秋まき小麦では「きたほなみ」「ゆめちから」共に、子実たんぱく含有率、

容積重、灰分、フォーリングナンバーは基準値内におさまった（表 3、表 4）。春まき小麦

「春よ恋」「はるきらり」も同様に基準値内となった（表 5）。

表１ 令和３年産小麦の作付面積と収量（北海道）

表２ 秋まき小麦の１等麦比率の推移
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２ 小麦の生育経過

(1) 秋まき小麦の生育経過

令和２年秋の播種期は９月 21日（早１日）であった（表６）。出芽は良好でその後の気

温が高かったことから、越冬前茎数は平年より多かった。

令和３年の融雪は空知管内などの一部地域を除いてやや早く、起生期は４月１日（早３

日）となった。積雪期間が短かったことから、雪腐病の発生は少なかった。融雪以降はお

おむね平年並みの気温で経過し、幼穂形成期は５月１日（早２）となった。幼穂形成期以

降は低温傾向となり、止葉期は５月 27日（遅１日）、出穂期は６月６日（遅１日）となっ

た。出穂以降は晴天日が続いて高温・少雨傾向で経過し、成熟期は７月 19 日(早２日)と

なった。登熟日数は 43日となり、平年より 3日短くなった。収穫は７月 22日（早３日）

に始まり、収穫期は７月 25日（早４日）、収穫終は７月 30日（早３日）となった。

成熟期の穂数は、融雪以降の茎数が多かったことから平年を上回り（平年比 112 ％）、

稈長は長く（平年比 106 ％）、穂長は平年並みだった（平年比 99 ％）。穂数過多となった

圃場では、倒伏が散見された。「遅れ穂」の発生は少なかった。

表３ 「きたほなみ」の品質の推移

表４ 「ゆめちから」の品質の推移

表５ 令和３年産 春まき小麦の品質
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病害では、赤さび病の発生量が平年より多かった。また、全道的にコムギ縞萎縮病の発

生が目立った。コムギなまぐさ黒穂病の発生面積は、平成28年と比較して大幅に減ったも

のの、前年よりやや増加した。

(2) 春まき小麦の生育経過

令和３年の播種期は、平年より早く始まり、播種終わりも同様に早かった（早４日）。

出芽は平年より早かった（早４日）が、５月以降の天候不順により生育は停滞し、止葉期

は平年並みとなった（遅１日）。６月以降は一転して高温少雨となり生育が進み、登熟日

数は 39日となった（短 5日）。成熟期頃の穂数は平年より多かった（聞き取りによると）

が、降雨や強風が少なかったことから倒伏は少なかった。場内での子実の乾燥が進んだこ

とにより収穫は平年より早く終了した。

表６ 令和３年産 秋まき小麦の生育状況（月・日）
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２ 次年度に向けて

(1)秋まき小麦

1)穂数を適正化し細麦を防ぐ

令和３年産は細麦となり、製品歩留が低下する圃場が散見された。基幹品種「きたほな

み」は穂数が多くなりやすく、一穂あたり粒数も多い特性がある。このため、穂数過多に

なると㎡あたり粒数は多くなり、細麦につながりやすい。

北海道では、越冬前の出現分げつの有効化率が高いため（図１）、越冬前の過繁茂（茎

数過多）は穂数過多につながりやすい。このため、各地区で示される播種適期内において

適量播種を行い、越冬前の過繁茂を防ぐことが重要である。

なお、北海道の秋まき小麦の収量は低収年と多収年を繰り返しており、年次変動の大き

さが課題となっている（図２）。安定供給を望む実需者に対応するためには、過度な多収

を狙わず、安定確収かつ高品質な小麦づくりの視点に立った栽培が必要である。

令和３年産 春まき小麦の生育状況（月・日）

振興局 播種期 出芽期 幼穂形 止葉期 出穂期 乳熟期 成熟期 登熟日数

成期 出穂～成熟期

空知 11/3 - 5/14 6/1 6/9 6/30 7/23 44

(早 4) - (±０) (±０) (±０) (早２) (早４) (短４)

石狩 4/12 4/23 5/23 6/9 6/19 7/8 7/28 39

(±０) （早１） (±０) (遅 １) (遅 １) (±０) (早３) (短３)

上川 4/17 5/1 - 6/11 6/20 7/10 7/27 37

(早４) (早３) - (遅１) (遅１) (早１) (早６) (短７)

留萌 4/15 4/28 5/27 6/10 6/20 7/12 7/29 39

(早９) （早８） (早３) (早２) (早２) (早５) (早６) (短４)

オホーツク 4/15 4/28 5/31 6/15 6/25 7/16 8/2 37

(早６) （早５） (遅２) (遅２) (遅１) (早１) (早５) (短７)

全道 4/14 4/26 5/24 6/9 6/19 7/9 7/28 39

(早４) (早４) (遅１) (遅１) (遅１) (早１) (早４) (短５)

※ 生育期節は、普及センター調査より（参考とする）。

※ 表中の「－」は欠測。

※ 空知は初冬まき栽培。

※ 全道の数値は、欠測値を除いた平均
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2)病害対策

近年、赤さび病の発生が増えている。主要品種の「きたほなみ」は、本病に対する抵抗

性が“やや強”であるが、“弱”品種である「ホクシン」と同様の発生推移を示す事例が

認められる。このため、小麦の生育状況と病気の進展を適宜観察し、下葉に本病の発生が

多く見られる場合には、止葉抽出期から穂ばらみ期に薬剤散布を実施するなど、“弱”品

種と同様の対策をとる。

また、近年、全道的にコムギ縞萎縮病の発生が広がっている。発生地域では輪作や適期

播種および土作りなど基本技術を励行し、被害の軽減に努めることが必要である。

令和３年産におけるコムギなまぐさ黒穂病の発生面積は、前年よりやや増加した。防除

図１ 分げつ出現時期と有効化率の関係．

越冬前頑健茎＝越冬前に葉が２枚以上有する茎

越冬前針茎 ＝越冬前に葉が１枚以下の茎

越冬後出現茎＝越冬後に出現した茎

図２ 秋まき小麦の収量の推移（資料：農林水産省 農林水産統計）
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対策として、①３年以上の適正輪作を行う、②排水対策の実施、③遅まき、浅まきにより

発病が助長されるので、適期・適正深度での播種を励行する、④薬剤散布の時期は、フロ

ンサイド SCは 10月下旬～ 11月中旬、チルト乳剤 25は 11月上旬が効果的である、⑤ト

ラクタや作業機の洗浄を行い、土壌の移動を最小限とする、などの対策を徹底し、発生防

止に努める。

(2)春まき小麦

1)早期播種と初期生育の確保

春まき小麦の10aあたり収量は、秋まき小麦より安定傾向にある（図３）。引き続き安定

生産を行うためには、早期播種と初期生育の促進が基本となる。このため、融雪促進をお

こなって圃場の乾燥を早め、早期に播種できる条件を整える。また、播種床造成は土壌水

分が適湿な状態で行い、早期出芽と出芽の均一化を図る。播種後の干ばつにより出芽不良

となりやすい圃場では、鎮圧ローラ等による踏圧を行う。

2)転換畑地帯における安定生産

転換畑地帯では、過作・連作を回避し、地域の営農条件に即した適正な輪作が基本とな

る。重点的な取組として、①生育期間を確保するための融雪促進と早期播種、②近年の集

中的な多雨や断続的降雨の影響を極力避けるための排水対策の実施、③土壌物理性を改善

するための有機物の計画的な施用、④土壌分析結果に基づく品種特性に対応した施肥管理

（※１参照）、⑤収穫時期の気象条件によっては高水分収穫の実施など、品質低下を回避

するための収穫、乾燥、調製の徹底、⑥初冬まき栽培技術などの検討、⑦赤かび病防除の

徹底と発病状況に応じた仕分け収穫および調製時の入念な比重選別の実施、などに努める。

図３ 春まき小麦の作付面積と収量 （農林水産省大臣官房統計部公表）
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※１

■植物成⻑調整剤を⽤いた春まき⼩⻨「春よ恋」の⾼品質多収栽培技術
（R３年度指導参考：中央農試・上川農試・北見農試）

「春よ恋」は、植物成長調整剤を 1回散布する場合、窒素 3～ 4kg/10aの幼穂形成期追肥

または基肥増肥を実施することで慣行栽培より増収が見込めることが明らかになった。窒

素肥沃度区分や幼穂形成期および穂揃期の生育診断により窒素増肥および追肥の要否を判

断することで、倒伏回避と増収およびク高タンパク化を両立できる生育の基準が示された。

窒素肥沃度区分
（熱抽窒素 mg/100g） 低地土 台地土 火山性土 泥炭土
　　 L  (～5) 8+4 6+4
　　 M  (5～10) 8+4 6+4
　　 H  (10～) 8 6

道北 420 － 8+4 6+4
オホーツク 540 － 7+3 5+3

注1）植調剤は原則一回散布とする。

注2）道央区分L、M、オホーツクはそれぞれ、幼形期茎数950、800、700本/㎡未満の場合に幼形期追肥が可能。道北は幼形期茎数診断が不要。

注3）道央L区分および道北の倒伏リスクが低い圃場では全量基肥施用が可能。オホーツクは倒伏および低タンパクの危険が少ない圃場で全量基肥施用が可能。

注4）穂数×草丈が、道央：50000以下、オホーツク：46400以下で開花期葉面散布が可能。道北は草丈を7%補正(÷0.93)することで、既往の生育診断基準値が適用可能。

窒素施肥（基肥+幼形期）
開花期葉面散布

道央 480
9+4

左記に加え、穂揃期生育診

断
4)
に応じて実施する。診

断時に葉の黄化が激しい場
合は実施しない。

9+4
9
9+4
8+3

地域 目標収量


